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平和を、仕事にする。

国民と自衛隊とのかけ橋として
Ⅰ 相互理解の深化
Ⅱ 我が国の平和と安全に寄与
ⅰ　防衛意識の普及高揚
ⅱ　 国の防衛及び防災施策、慰霊顕彰事業、地域社会の健全な発展
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昨
年
末
に
策
定
さ
れ
た
国

家
防
衛
戦
略
で
は
人
的
基
盤

の
強
化
策
の
一
つ
と
し
て

「
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を

含
め
た
家
族
支
援
の
拡
充
」

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
既
に
隊

友
会
等
の
関
係
団
体
と
陸
海

空
３
自
衛
隊
の
間
で
そ
れ
ぞ

れ
中
央
協
定
が
、
さ
ら
に
こ

れ
ら
を
受
け
て
地
域
レ
ベ
ル

の
協
定
が
次
々
と
締
結
さ
れ

て
お
り
、
「
家
族
支
援
」
は

か
な
り
浸
透
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
で
は
そ
れ
を
拡
充

す
る
と
は
具
体
的
に
誰
が
何

を
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
も
そ
も
自
衛
隊
に
お
け

る
家
族
支
援
と
は
、
各
種
任

務
等
で
派
遣

さ
れ
る
隊
員

た
ち
が
後
顧

の
憂
い
な
く

そ
の
任
務
に

専
念
で
き
る

よ
う
、
隊
員

家
族
の
安
否

確
認
を
は
じ

め
必
要
な
支

援
を
行
う
こ

と
で
あ
り
、
「
自
助
」
（
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
）
、

「
共
助
」
（
地
域
や
仲
間
で

助
け
合
う
）
、
そ
し
て
「
公

助
」
（
部
隊
等
か
ら
の
支
援
）

の
３
つ
の
柱
か
ら
な
り
ま
す
。

一
義
的
に
は
隊
員
と
そ
の
家

族
の
「
自
助
」
努
力
に
よ
り

ま
す
が
、
自
ら
も
被
災
等
し

た
場
合
な
ど
は
「
公
助
」
と

し
て
部
隊
等
に
よ
る
支
援
が

行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
「
公

助
」
も
例
え
ば
公
共
性
な
ど

の
観
点
、
す
な
わ
ち
皆
が
被

災
し
て
い
る
時
に
隊
員
の
家

族
だ
け
を
優
先
し
て
助
け
て

よ
い
の
か
と
い
っ
た
制
約
が

あ
る
た
め
、
仲
間
同
士
の
互

助
、
す
な
わ
ち
「
共
助
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

「
自
助
」
は
と
も
か
く

「
公
助
」
に
関
し
て
は
、
現

在
、
部
隊
等
に
専
門
部
署
等

が
設
置
さ
れ
、
か
な
り
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
例

を
あ
げ
れ
ば
、
災
害
派
遣
時

の
「
緊
急
登
庁
支
援
」
等
は

ル
ー
テ
ィ
ン
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
他
方
、
「
共
助
」
は
活

動
根
拠
（
協
定
）
こ
そ
で
き

ま
し
た
が
、
具
体
的
活
動
と

い
う
面
で
は
未
だ
低
調
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
不
十

分
で
あ
る
こ
の
「
共
助
」
を

担
う
我
々
が
、

「
自
助
」
と
「
公

助
」
の
欠
落
部
分

を
埋
め
て
い
く
こ

と
が
拡
充
で
す
。

関
係
団
体
相
互
の

役
割
分
担
を
含
む

連
携
態
勢
の
確
立
、

自
衛
隊
と
の
専
用

連
絡
窓
口
の
設
置
、

部
隊
等
か
ら
の

「
共
助
」
ニ
ー
ズ
の
明
確
化

等
々
、
課
題
は
山
積
し
て
お

り
、
現
在
、
防
衛
省
と
関
係

団
体
の
間
で
拡
充
す
べ
き
具

体
的
施
策
等
に
関
し
て
意
見

交
換
を
重
ね
て
い
ま
す
。
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
し
て
何
か
現
役

の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
皆
さ
ん
の
間
で
共
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
皆
様
の
気
持
ち
を

家
族
支
援
の
具
体
的
な
行
動

へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
目
指

し
鋭
意
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
野野
澤澤
真真
））

の

ざ

わ

し

ん

「「家家族族支支援援」」

４
月
25
日
、
海
自
那
覇

航
空
基
地
か
ら
第
５
航
空
群
（
群
司
令
・
高
田
哲
哉
海
将

補
）
を
基
幹
と
す
る
第
52
次
派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空

隊
（
隊
長
・
出
口
晶
一
２
等

海
佐
）
が
出

国
し
た
。

出
国
に
当

た
っ
て
は
、

派
遣
さ
れ
る

約
60
名
の
隊

員
の
任
務
完

遂
と
安
全
へ

の
祈
り
を
込

め
、
第
５
航
空
群
の
隊
員
と

派
遣
隊
員
の
ご
家
族
、
協
力

団
体
約
80
名
（
沖
縄
県
隊

友
会
10
名
を
含
む
）
が
盛

大
に
見
送
っ
た
。

出
国
に
先
立
つ
19
日
、

沖
縄
県
隊
友
会
（
会
長
・
平

田
喜
彦
）
は
、
第
５
航
空
群

を
訪
問
し
、
平
田
会
長
か
ら

激
励
品
を
贈
呈
し
た
。

（（
事事
務務
局局
長長
・
清清
敏敏
洋洋
））

ま
た
、
６
月
３
日
、
海
自

横
須
賀
基
地
船
越
地
区
に
お

い
て
、
護
衛
艦
「
い
か
づ
ち
」

艦
長
・
田
中
宏
明
２
等
海
佐

を
指
揮
官
と
す
る
第
45
次

派
遣
海
賊
対
処
行
動
水
上
部

隊
（
中
東
地
域
に
お
け
る
情

報
収
集
活
動
を
兼
務
）
の
出

港
行
事
が
行
わ
れ
た
。

自
衛
艦
隊
司
令
官
齋
藤
聡

海
将
は
、
ス
ー
ダ
ン
で
の
邦

人
輸
送
活
動
に
お
い
て
Ｐ―

３
Ｃ
哨
戒
機
が
予
備
機
と
し

て
準
備
万
端
待
機
し
て
い
た

こ
と
や
海

賊
対
処
行

動
の
た
め

近
傍
で
活

動
中
の

護
衛
艦
が

ス
ー
ダ
ン

沖
合
に
お

い
て
不
測

の
事
態
に

備
え
て
い

た
こ
と
を

紹
介
し
、

「
彼
ら
は

名
も
な
き

ヒ
ー
ロ
ー

で
あ
り
、
誇
り
に
思
う
。
諸

君
も
同
様
に
国
民
を
守
り
、

豊
か
な
海
を
守
る
た
め
献
身

的
な
活
動
を
す
る
よ
う
期
待

す
る
。
特
に
、
若
い
隊
員
は

目
立
た
な
い
業
務
に
従
事
す

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
に

お
い
て
任
務
達
成
に
邁
進
し

て
欲
し
い
」
と
、
壮
行
の
辞

を
送
っ
た
。

出
港
行
事
に
先
立
つ
５
月

24
日
、
神
奈
川
県
隊
友
会

横
須
賀
支
部
（
支
部
長
・
濱

田
暢
喜
）
は
、
「
い
か
づ
ち
」

を
訪
問
し
、
神
奈
川
県
隊
友

会
（
会
長
・
松
岡
貞
義
）
を

代
表
し
、
田
中
艦
長
に
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
激
励
品

を
贈
呈
し
た
。

田
中
艦
長
は
、
「
炎
天
下

厳
し
い
環
境
に
お
い
て
活
動

す
る
隊
員
に
と
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
激
励
品
は
一
番
の
励

み
に
な
り
ま
す
」
と
感
謝
を

述
べ
た
。
「
い
か
づ
ち
」
の

ご
安
航
と
任
務
の
達
成
、
隊

員
全
員
の
無
事
の
帰
国
を
心

か
ら
祈
念
す
る
。

（（
横横
須須
賀賀
支支
部部
長長
・・
濱濱
田田
暢暢
喜喜
））

派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊
及
び
派
遣
海
賊
対
処
行
動
水
上
部
隊
は
、
２
０
０
９
年
以
来
、
毎
日
ジ
ブ
チ
を
拠
点
に

ア
デ
ン
湾
の
警
戒
監
視
や
中
東
地
域
の
日
本
関
係
船
舶
の
安
全
確
保
に
向
け
た
情
報
収
集
等
に
あ
た
っ
て
い
る
。

統
幕
発
表
に
よ
れ
ば
、
５
月
１
日
現
在
、
航
空
隊
は
、
累
計
で
飛
行
回
数
約
３
千
百
回
、
飛
行
時
間
は
約
２
万
２
千

３
百
時
間
に
及
ぶ
。
こ
の
間
の
艦
艇
等
へ
の
情
報
提
供
回
数
は
、
約
１
万
６
千
回
で
あ
る
。
ま
た
、
水
上
部
隊
は
、
累

計
で
直
接
護
衛
約
４
千
隻
、
ゾ
ー
ン
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
の
確
認
商
船
数
約
３
万
１
千
隻
と
な
っ
て
い
る
。

５
月
18
日
、
沖
縄
県
隊

友
会
（
会
長
・
平
田
喜
彦
）

は
、
航
空
自
衛
隊
南
西
高

射
群
本
部
（
那
覇
）
を
訪

れ
、
４
月
22
日
に
発
出
さ

れ
た
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等

に
対
す
る
破
壊
措
置
の
準

備
に
関
す
る
自
衛
隊
一
般

命
令
」
に
基
づ
き
南
西
諸

島
（
宮
古
島
、
石
垣
島
、

与
那
国
島
）
に
展
開
さ
れ

て
い
る
各
高
射
隊
に
対
す

る
慰
問
と
激
励
を
す
る
と

と
も
に
、
南
西
高
射
群
司

令
山
﨑
浩
二
１
等
空
佐
へ

激
励
品
を
贈
呈
し
た
。

（（
事事
務務
局局
長長
・
清清
敏敏
洋洋
））

派派
遣遣
海海
賊賊

対対
処処
行行
動動
水水
上上
部部
隊隊

出口航空隊長に激励品を
手交する平田沖縄県隊友会会長

山﨑群司令に激励品を
手交する平田会長

第第５５次次 司司令令部部要要員員をを激激励励MMFFOO

中央右から塩２佐、永井３佐、山田３佐、宮下２曹

日本の要員の配置状況（外務省HP）

航航
空空
隊隊

激励品(一部)を囲んで士官室にて

沖沖縄縄県県
隊隊友友会会

交交
代代
部部
隊隊
がが
出出
国国

５
月
23
日
、
防
衛
省
（
市
ヶ

谷
）
に
お
い
て
、
隊
友
会
本

部
藤
井
事
務
局
長
及
び
山
本

公
益
課
長
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

エ
ジ
プ
ト
両
軍
の
停
戦
維
持

を
監
視
す
る
「
多
国
籍
軍
・

監
視
団
（
Ｍ
Ｆ
Ｏ
）
」
の
第

５
次
司
令
部
要
員
と
し
て
１

年
間
派
遣
さ
れ
る
塩
崇
２
等

陸
佐
、
永
井
遼
介
３
等
陸
佐

（
以
上
連
絡
調
整
部
）
、
山

田
将
平
兵
３
等
陸
佐
及
び
宮

下
孝
幸
２
等
陸
曹
（
以
上
後

方
支
援
部
施
設
課
）
を
激
励

し
た
。

◇
解
説

Ｍ
Ｆ
Ｏ
は
１
９
８

２
年
か
ら
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ

ブ
共
和
国
の
シ
ナ
イ
半
島
に

展
開
し
、
現
在
は
米
国
や
英

国
な
ど
１
３
カ
国
が
参
加
し

て
い
る
。
日
本
政
府
は
88
年

度
か
ら
Ｍ
Ｆ
Ｏ
に
財
政
支
援

を
行
な
っ
て
お
り
、
２
０
１

９
年
か
ら
は
司
令
部
要
員
２

名
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
今

回
Ｍ
Ｆ
Ｏ
側
の
要
請
に
よ
り
、

後
方
支
援
部
施
設
課
に
２
名

の
追
加
派
遣
が
決
定
し
た

（
５
月
12
日
閣
議
決
定
）
。

４
名
は
、
出
国
後
、
シ
ナ
イ

半
島
の
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・

シ
ェ
イ
ク
に
あ
る
Ｍ
Ｆ
Ｏ
司

令
部
の
連
絡
調
整
部
（
派
遣

中
の
２
名
と
合
流
）
と
後
方

支
援
部
施
設
課
で
活
動
す
る
。

シ
ナ
イ
半
島
に
あ
る

シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク

（G
oo
g
le
M
a
p

）

東東
京京
都都
江江
戸戸
川川
区区
在在
住住

池
田
尚
和

様

百
万
円

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

５
千
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

北
村
靖
二

様

１
万
円

（
順
不
同
、
五
月
三
十
日
現
在
）

御御
礼礼東

京
都
江
戸
川
区
在
住
の

池
田
尚
和
様
か
ら
多
額
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
寄

付
金
は
隊
友
会
事
業
の
推
進

の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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トンガ王国国際緊急援助活動で派遣され た隊員の皆様
新型コロナワクチン大規模接種会場で活動されている隊員の皆様

本当にお疲れ様です

新型コロナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様及び
ウクライナ支援（人道支援物資空輸）で活動した隊員の皆様

本当にお疲れ様です

来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

各種災害派遣で活動し、または活動中の隊員の皆様、新型コロ
ナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

トルコ・シリア大地震での国際空輸に携わった隊員の皆様、鳥インフル
エンザ災害派遣で活動した隊員の皆様、新型コロナワクチン大規模接種
会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

スーダンからの邦人等空輸で活動・待機された隊員の皆様、
群馬県及び長野県における森林火災災害派遣で活動された
隊員の皆様
本当にお疲れ様です

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。

「防衛省からのお知らせ」
－防衛省を退職した皆様へ－

４面に掲載

６月 18 日、４月６日の宮古島沖陸自ヘリコプター事故に係る
葬送式が健軍駐屯地で行われます。
お亡くなりになった 10 名の方々のご冥福をお祈りします。

引越の引越の合見積合見積はは

隊友会隊友会へへ!!!!
隊友会は、全国ネットの大手引越会社である
日本通運、サカイ引越センター、アート引越センター、日本通運、サカイ引越センター、アート引越センター、
ハート引越センター、三八五引越センターハート引越センター、三八五引越センター

から３から３社以上の見積を

見 積
引 越
精 算

申 込

各社から下見の調整　⇒　下見　⇒　見積書の受領各社から下見の調整　⇒　下見　⇒　見積書の受領
貴方が会社を決定　⇒　引越　貴方が会社を決定　⇒　引越　
赴任先の会計隊に、領収書と３社の見積書を提出赴任先の会計隊に、領収書と３社の見積書を提出

お問い合せ

公益社団法人 隊友会
事務局（事業課）
〒162-8801 東京都新宿区市谷本村町5 番 1 号
電話　050-5896-4312　080-6842-8746

一括して一括して
手配します手配します!!!!

終始を通じて終始を通じて
確実フォロー確実フォロー

①①オンラインで申込みオンラインで申込み　オススメ！オススメ！
　• • 「２次元コード」をスマホで読み取り「２次元コード」をスマホで読み取り
　••「隊友会　引越」とパソコン、スマホで検索「隊友会　引越」とパソコン、スマホで検索
　• • 防衛省共済組合HPのバナーをクリック防衛省共済組合HPのバナーをクリック
②②  FAXで申込み FAXで申込み（FAX申込書使用）（FAX申込書使用）
　• •  隊友会本部事務局（03-5362-4876）に送信隊友会本部事務局（03-5362-4876）に送信
　• • 引越相談会などで隊友会会員に手渡し引越相談会などで隊友会会員に手渡し


